
令和 3年度 第 2回鉱業博物館開放講座

「装身具からみる
 アラビア半島と西南アジア世界」

オンライン LIVE
配信！

アラビア半島で用いられている装身具等は、半島
内外でつくられ、様々な素材が用いられています。
首飾りや指輪、腕輪等の銀製装身具が特徴的です
が、硬度の高いめのう、逆に硬度の低いサンゴや
コハクといった鉱石由来ではない素材も用いられ
ています。それらの素材の産地、採取法・加工法、
製作技術、さらには利用の文化や
交流・流通の歴史を解説します。

秋田大学大学院
国際資源学研究
科・客員研究員／
人間文化研究機構総
合人間文化研究推進センター・研究員。
専門は考古学、南・西アジア地域研究。
エジプトやインド等で遺跡発掘のほ
か、伝統的な生業技術の保存や、石製
装身具に関する研究を行う。

令和 4年 3月 10日（木）14：00～ 15：00

遠藤　仁 氏
（秋田大学大学院国際資源学研究科客員研究員）
オンライン（Zoom）での参加となります。事前に、メー
ルでお申し込みください。詳しくは、博物館のホームペー
ジをご覧ください
https://www.mus.akita-u.ac.jp/
※ご自身の PC またはスマートフォンなどに Zoom のア
　プリケーションをインストールする必要があります。
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ベドウィン女性の衣装
日本人着用

銀製指輪
（サウジアラビア）
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